令和２年度　北信越学生ハンドボール　秋季大会
【実　施　要　項】
１　主　催　　北信越学生ハンドボール連盟　石川県ハンドボール協会
２　共　催　　北信越ハンドボール協会
３　主　管　　金沢星稜大学ハンドボール部
４　協　力　　金沢大学ハンドボール部、金沢工業大学ハンドボール部
５　協　賛　　株式会社モルテン
６　期　日　　令和２年８月28日（金）～30日（日）
７　会　場　　いしかわ総合スポーツセンター　　　　
〒920－0355　石川県金沢市稚日野町北222
８　種　別　　男子１部・２部、女子１部・２部
９　競技規則　令和2年度（公財）日本ハンドボール協会競技規則による。
①競技時間：【男子１部・女子１部】３０分―１０分―３０分
　　　　 　【男子２部・女子２部】チーム数により調整

②使用球　：（公財）日本ハンドボール協会公認球

③競技方法：参加チーム数、種別によりリーグ戦またはトーナメント戦、　　　　　　　順位決定戦を行う。現在、1部は3日間のリーグ戦、2部は土・日曜の2日間のトーナメント・順位決定戦を予定している。
※トーナメント戦では、同点の場合、延長は行わず、５名による７ｍコンテストを行う。
10　順位決定　順位はリーグ戦の場合、勝ち２点・引分け１点・負け０点とし、勝ち点の合計点が多いチームを上位とする。前述の方法で順位が決定できない場合は、次の方法により、順位を決定する。

Ａ、勝ち点制（勝ち：２点・引分け：１点・負け：０点）で、勝ち点の
多いチームを上位とする。
Ｂ、勝ち点が同数である場合は、総得点・総失点の差で多いチームを上
位とする。　
Ｃ、総得失点差が同数の場合、総得点の多いチームを上位とする。
　　　　　　　　Ｄ、総得点が同数の場合は、該当チームの対戦の勝者を上位とする。
Ｅ、上記がすべて同数（対戦間は引分け）の場合、抽選にて決定する。
　　　　　　　なお、今大会においてはコロナウィルスの影響で参加できる大学が限られることから昇格・降格はなしとする。
11　参加資格　令和２年度（公財）日本ハンドボール協会および全日本学生ハンドボール連盟に、登録済みのチームおよび選手に限る。
　　　　　　　また、代表者会議に参加し、全日程の試合に必ず参加できるチームに限る。
　　なお、試合前に役員証・選手証をオフィシャルに提出すること。役員証・選手証の提出がないチーム・個人は、競技への参加を認めない。
不備があった場合は全試合没収試合とする。
　　　　　　　今回はコロナウィルスの影響もあり、新入生の勧誘もままならない状況を鑑み、本大会においては新入生に限り、大会申し込み後の申請であっても、代表者会議で申し出て（日本協会登録済みであることに限る）、空いている番号で追加申請は認めることとする。
追加申請は代表者会議前に北信越学連事務局の「marui@seiryo-u.ac.jp」宛に添付し申し込みすること。
大学学長または学生部長の承認を得て、参加申込書に押印してもらうこと。
学生個人は保護者からの同意を得て、参加すること。
12　参加人数　[大会エントリー]

大会参加申込の役員・選手は「役員６名」とし「選手は２０名」とする。

申込後のメンバー変更および背番号の変更は認めない。
　　　　　　　　背番号は１～９９まで使用可とし、張り番号を可とする。（東日本インカレ、全日本インカレでは張り番号は不可）
　　　　　　　　留学生については全日本学生連盟の取り決めにより、大会エントリー３名、ゲームエントリー２名とする。

[ゲームエントリー]

　　　　　　　   ベンチ入りできるゲームエントリーの人数は、日本協会登録済みの個人で大会参加申込書記載の「役員５名・選手１６名」とする。
[合併チーム]
　　　　　　　　 人数が７名未満の場合のみ、合併チームを認めるが、オープン参加とし、上位リーグには、昇格できないこととする。
　　　　　　　　 また、表記を「〇〇大学・△△大学合併チーム」とする。
13　参加費用　　参加料として、１チームあたり25,000円（安全のため冷房使用費含）

※大会当日、本部にて支払うこと
14　申込方法　次の書類を、7月29日（水）まで（大会運営上、厳守願います）に、下記の申込先に、E-mailすること。なお、ファイル名は、「〇〇大学（男子）」「〇〇大学（女子）」というように表記すること。
ア）については下記の申し込み先のE-mail宛に添付送信し、さらに押印の上、下記の住所に郵送すること（郵送費は自己負担のこと）。
イ）はア）と同様に添付送信すること。
ウ）は大会当日、各個人分プリントアウトして大会本部に提出すること。
エ）は保険会社の宛先「nobum@knz-muramoto.ecnet.jp」と下記の申し込み先に添付送信すること。
　　　　　　　なお、今日のコロナ情勢を踏まえ、やむをえない理由においては参加申し込み後の取り消しについて認める。

ア）大会参加申込書
　　　　　　　　 イ）プログラム原稿
　　　　　　　　 ウ）健康観察シート　　　
　　　　　　　　 エ）大会傷害保険加入者名簿

「申込先」〒920‐8620　石川県金沢市御所町丑10－1
金沢星稜大学内　ハンドボール部
北川亜美
                        E-mail：318520@st.seiryo-u.ac.jp
15　保　　険　　大会に参加するチーム構成員（選手・主務は全員、部長・監督・コーチ・帯同責任者は任意）は下記の傷害保険に必ず加入しなければならない。保険料は１人500円とし、当日大会本部に参加費用とは別に支払うこと。

１）保険期間：大会期間中の3日間（1部は3日間、2部は2日間）
２）支払条件：本大会へ参加するために自宅を出た時～自宅に帰宅時までに被った傷害

３）保険金額：２日間　死亡・後遺障害　9600千円　入院　13200円
　通院4000円

３日間　死亡・後遺障害　8400千円　入院　11500円
　通院3500円
 ４）事故報告：事故が起きた場合、直ちに大会本部ならびに保険会社に連絡すること。以後、保険会社が本人宛に直接連絡をする。

５）保険会社： 損害保険ジャパン株式会社
（取扱代理店　　(株)金沢ムラモト　担当：村本） 

℡０７６－２４６－０１２３　 ＦＡＸ０７６－２４６－０２２０
E-mail：nobum@knz-muramoto.ecnet.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

16　宿泊等申込　各チーム、所属する大学の方針を踏まえて、手配すること。
　　　　　　　　また宿泊する場合、宿泊先を北信越学連事務局の「marui@seiryo-u.ac.jp」宛まで連絡すること。
17　組合せ　　組合せについては、大会主催者側にて行い、ブログやメール、ツイッターを通じて、学連事務局から各チームへ通知する。
　URL：http://hokushinetsu-st-hand.seesaa.net/
　Twitter：https://twitter.com/hksnet_st_hand
18　諸会議および開会式　
（1） 代表者会議　　８月27日（木）１８：００～
Zoomにてリモートで行う。
事前に参加チームにメールでURLを送付する予定。代表者会議時に自前の消毒液を持参し、会議中に示す準備をすること。
（2） 開会式　　　　８月27日（木）１８：３０～
（3） 学連会議　　　８月27日（木）開会式終了後
　※学連会議終了後、審判が割り当てされている【男子１部・女子１部】
　　のチームは、審判研修を行うので、そのまま代表者は参加すること。
　　　　　　　　※上記（１）～（３）には、各チーム代表者２名、必ず出席し、伝達内
容をチーム全員に、必ず周知徹底させること。
また、２名が出席できないチームは、本大会の参加を認めない。
なお、代表者会議の際、参加する際の名称は設定で「大学名＋氏名（漢字：日本語）」に変更すること（不審者との区別するため）

19　表　彰　　男女1部、2部の１～3位のチームを表彰する。当該チームは順位が決定し次第、大会本部付近にて表彰する。別途、1部男女では「優秀選手賞」、2部男女では「敢闘賞」を表彰する。
20　その他　　①松ヤニならびに松ヤニスプレーは禁止。両面テープのみ使用可。

②ユニホームは、濃淡のはっきり区別できる２着以上を用意のこと。また、

CPとGKが同一色でないこと。

　　　　　  　 ③アンダーシャツ・靴下・コンプレッションソックス・サポーター類の使

　　　　　　　　 用に関しては、令和2年度（公財）日本ハンドボール協会の「服装や

　　　　　　　　 保護を目的とした装具に関する規定」に準ずる。なお、アンダーシャツ

　　　　　　　　 のハイネックタイプに関しては、ベンチ入り全員が同色のものを着用す
　　　　　　　　 るか、全員着用しないかにすること。（全日本学連規定による）

　　　　　　　 ④ベンチ入りする登録役員は、相手チームのCPユニホームと、同色およ

　　　　　　　 　び同系色の着衣を禁止する。着替えるか、違う色のビブス等で対応する

　　　　　　　　 こと。

　　　　　　　 ⑤ユニホームの色の確認は、第１試合は試合開始３０分前、第２試合以降

　　　　　　　　 は、前の試合の前半終了直後に記録席前にて行う。登録されたすべての

　　　　　　　　 種類のユニホームを持参すること。調整がつかない場合は、前季の順　位が下位のチームが変更すること。
　　　　　　　 ⑥タイムアウトはチーム役員もしくは選手兼チーム役員のみを受け付ける。選手兼チーム役員がタイムアウトを請求する場合はベンチに一度戻り、役員カードをかけて提出すること。

⑦大会期間中の選手の健康管理は、各チームの責任において、傷害保険等

に加入を義務付けて参加すること。

⑧大会期間中の不慮の事故・障害については、大会主催者側にて応急処置

を行うが、それ以上の責任は負わない。（全日本学連決定事項）

⑨シューズは、体育館専用と屋外専用の２足を必ず用意すること。

⑩練習会場は、特に設ける予定はないので、ご了承ください。

⑪駐車場は、所定の場所を利用すること。（厳守のこと）

⑫各大学は、健康管理に留意し、大会に臨むこと。なお、全日本学連・北
　　　　　　　　 信越学連・主管大学・大会事務局とも、一切の責任を負わない。（平成　　　

　　　　　　　　 ２３年６月全日本学生連盟第一回総合役員会決定事項）
　　　　　　　 ⑬ゴミは各チームで持ち帰り、会場のゴミ箱は使用しないこと。
　　　　　　　 ⑭大会期間中は大学を代表して参加していることを自覚し、節度を持った態度で過ごすこと。

　　　　　　　 ⑮本大会（秋季）は、全日本学生ハンドボール選手権大会の出場の予選を兼ねる。北信越からは、男子1枠、女子２枠であるため、【男子１部・女子１部】の最上位が北信越代表として出場権を得ることとする。
21　注意事項　　本大会ではコロナウィルスの感染予防の観点から日本ハンドボール協会が示す「活動ガイドライン」(2020.6.4 発行)や自治体や施設の方針を踏まえ、制限を設けて行うこととする。
　　　　　　　　なお、大会開催前にコロナウィルスによる社会的な情勢が悪化した場合は、自治体や施設、大会主催者の判断で中止にすることもある。
　　　　　　　　【試合前】
①.「3密」を避けることを心がけること。
　　　　　　　　②.主管大学での準備・対応・運営には限りがあるため、各チーム、こまめな手洗いを心がけ、消毒液と布巾を持参し、感染ならびに予防を積極的に取り組むこと。
　　　　　　　　③.大会当日、大会本部に2週間前の検温ならびに健康観察の結果を所定の様式ウ）に記載し、メンバー全員分、大会本部に提出すること。
　　　　　　　　④．当日を含め2週間以内に37.5°以上であったり、コロナウィルス感染の症状が疑われる場合は、参加を認めない。
⑤.移動や待機の際は常にマスクを着用すること。
　　　　　　　　⑥. 体育館の使用方法を遵守し、使用すること。
　　　　　　　　⑦．選手は試合前後を除き、館内に長時間とどまらないこと。
　　　　　　　　⑧．大会2週間前に感染が拡大している地域に渡航や移動した役員・選手は大会参加を認めない。
　　　　　　　　⑨．個人の車での移動を推奨する。バスでの移動の際は「3密」や清掃を行うこと。
【試合中】
⑩．原則、一般客入れずに、無観客で行う。
⑪．自チームの応援に関してはベンチ外のメンバーはソーシャルディスタンスを取り、マスクを着用し、拍手のみとし、大声は出さない。
⑫．回し飲みはしない。
⑬．ハーフタイム時には、自チームの消毒液でベンチを消毒すること。人数の少ないチームでベンチの消毒に時間を要する場合はオフィシャルとモップ係が協力してベンチを消毒すること。
【試合後】
⑭．2週間以内に体調が悪化した場合は、速やかに「marui@seiryo-u.ac.jp」まで連絡すること。
⑮．2週間は人との接触を可能な限り避けること。
